
令和６年２月１日    第 165 号

一般会計補正予算・消防防災対策基金積立金、一般会計補正予算・消防防災対策基金積立金、

保育所等運営補助事業費等　9,286 万円を追加保育所等運営補助事業費等　9,286 万円を追加

南幌町特産品のキャベツキムチをつくる様子南幌町特産品のキャベツキムチをつくる様子

（農産物加工センター）（農産物加工センター）

第４回定例会第４回定例会



《
功
労
表
彰
》

　

志し

が

う

ら

賀
浦　

学
ま
な
ぶ

さ
ん
（
北
町
）

　　

内う

ち

だ田　

惠け

い

こ子
さ
ん
（
14
区
）

　　

岩い

わ

の野　

博ひ

ろ

こ子
さ
ん
（
14
区
）

　　

加か

と

う藤　

修
お
さ
む

さ
ん
（
北
町
）　
　

〇
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

当
選

　

前ま
え
か
わ川 　

肇
は
じ
め

さ
ん
（
６
区
）

　

寺て

ら

だ田　

孝た
か
ひ
ろ広

さ
ん
（
北
町
）

　

小こ
ば
や
し林　

暢み
つ
の
り徳

さ
ん
（
８
区
）

　

佐さ

と

う藤　

晴は

る

み美
さ
ん
（
７
区
）　

〇
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

当
選

　

今い
ま
む
ら村　

信し
ん
い
ち市

さ
ん
（
13
区
）

　

宮み
や
い
り入　

紀き

み

お

美
男
さ
ん
（
北
町
）

　

尾お

ぐ

れ暮　

美み

ゆ

き幸
さ
ん
（
15
区
）

　

馬ば

ば場　

政ま
さ
み
ち通

さ
ん
（
12
区
）

《
令
和
４
年
度
補
正
予
算
》

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
で
は
、
歳
出
補
正
予
算
の
各
事

業
に
係
る
国
庫
支
出
金
及
び
道
支
出
金
な

ど
の
追
加
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減

額
。歳

出
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
及

び
消
防
防
災
対
策
基
金
積
立
金
の
追
加
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
費
の
追
加
、
給
食

セ
ン
タ
ー
用
備
品
購
入
費
な
ど
の
追
加
に

よ
る
。

◆
補
正
額　

９
，
２
８
６
万
円
追
加

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　

　

歳
入
で
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
国

庫
補
助
金
の
追
加
、
一
般
会
計
繰
入
金
の

追
加
。

　

歳
出
で
は
、
介
護
保
険
報
酬
改
定
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
の
追
加
、
高
額
医
療
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

66
万
円
追
加

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
業
業
務
シ

ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
道
支
出
金
の
追
加
、

基
金
繰
入
金
の
減
額
、
令
和
４
年
度
繰
越

金
確
定
に
伴
う
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
国
民
健
康
保
険
業
務
シ
ス

テ
ム
改
修
費
の
追
加
、
過
年
度
分
保
険
給

付
費
等
交
付
金
償
還
金
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

１
３
８
万
１
千
円
追
加

《
条
例
制
定
等
》

〇
南
幌
町
消
防
防
災
対
策
基
金
条
例(

制

定)

　

消
防
防
災
対
策
に
関
す
る
施
策
を
実
施

す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
た
め
。

〇
南
幌
町
印
鑑
条
例(

改
正)

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
で
印
鑑
登
録
証
明

書
の
取
得
を
可
能
と
す
る
た
め
。

○
南
幌
町
町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
の
制
限
措
置
に
関
す
る
条
例

(

改
正)

　

町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
等
の
制
限
措
置
の
運
用
等
の
見
直
し
の

た
め
。

○
南
幌
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例（
改
正
）

　

出
産
被
保
険
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
の
減
額
措
置
を
講
ず
る
た
め
。

○
南
幌
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例(

改
正)

　

国
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
改
正
の
た
め
。

〇
南
幌
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

（
改
正
）

　

公
衆
浴
場
入
浴
料
金
統
制
額
の
改
定
に

よ
る
。

〇
南
幌
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
（
制
定
）

〇
南
幌
町
下
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分

等
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

〇
職
員
定
数
条
例
（
改
正
）

　

下
水
道
事
業
の
設
置
に
伴
い
職
員
定
数

を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

12 月12 月

審議結果審議結果

　12 月定例会は 12 月 12 日に開会し、５名の議　12 月定例会は 12 月 12 日に開会し、５名の議

員が５項目について一般質問を行いました。員が５項目について一般質問を行いました。

　その後、功労表彰、条例制定、各会計補正な　その後、功労表彰、条例制定、各会計補正な

ど 26 件を審議し、いずれも原案のとおり可決しど 26 件を審議し、いずれも原案のとおり可決し

13 日に閉会しました。13 日に閉会しました。

第４回定例会第４回定例会

条
例
制
定
等

令
和
５
年
度
補
正
予
算

南
幌
町
功
労
表
彰

選　

挙
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《
契
約
関
係
》

〇
工
事
請
負
契
約
（
変
更
）

◆
契
約
の
目
的　

　

中
央
公
園
ト
イ
レ
改
修
工
事

◆
契
約
金
額　

５
，
９
２
６
万
８
千
円

◆
契
約
先　

㈱
南
幌
土
建

〇
工
事
請
負
契
約
（
変
更
）

◆
契
約
の
目
的　

　

中
学
校
体
育
館
改
修
工
事（
建
築
工
事
）

◆
契
約
金
額　

１
億
４
，
４
９
８
万
円　

◆
契
約
先　

勝
井
・
吉
田
特
定
建
設
工
事

等
共
同
企
業
体

《
そ
の
他
》

〇
指
定
管
理
者
の
指
定

　

南
幌
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
南

幌
町
地
域
福
祉
施
設
、
晩
翠
地
区
集
落
セ

ン
タ
ー
、
南
幌
町
農
産
施
設
、
南
幌
町
農

産
物
加
工
施
設
、
運
動
施
設
の
一
部
の
指

定
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

〇
町
道
路
線
の
廃
止
、
認
定
、
変
更

　

石
狩
川
改
修
工
事
の
う
ち
旧
夕
張
川
右

岸
築
堤
工
事
に
伴
う
も
の
。

〇
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
規
約
の
変
更

　

組
合
事
務
所
の
移
転
に
伴
い
、
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
、
構
成
団
体
と
の
協

議
が
必
要
な
た
め
。

　

次
の
３
件
の
意
見
書
を
採
択
し
、
各
省

庁
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。

〇
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
、
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　

安
心
・
安
全
の
医
療
を
国
民
に
安
定
し

て
提
供
す
る
た
め
に
は
、
医
療
の
質
を
損

な
わ
な
い
よ
う
、
診
療
報
酬
の
適
切
な
水

準
の
確
保
、
必
要
な
報
酬
の
確
保
、
医
療

提
供
体
制
を
整
え
る
こ
と
な
ど
他
５
件
を

要
望
。

◆
提
出
者　

熊
木　

惠
子
議
員

〇
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
速
や
か
な

改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

冤
罪
は
、
冤
罪
被
害
者
の
人
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
決
し
て
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
国
会
及
び
政
府
に
お
い

て
、
冤
罪
被
害
者
を
迅
速
に
救
済
す
る
た

め
、
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
査
規
定
を
速
や

か
に
改
正
す
る
こ
と
な
ど
２
件
を
要
望
。

◆
提
出
者　

熊
木　

惠
子
議
員

〇
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
に
お
け

る
処
遇
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書

　

介
護
事
業
所
や
障
害
福
祉
事
業
所
で

は
、
人
材
の
確
保
・
定
着
が
難
し
く
、
運

営
に
支
障
を
来
す
事
態
が
深
刻
で
あ
る
た

め
、
政
府
に
対
し
て
介
護
職
員
等
の
賃
金

水
準
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
３
件
を
要

望
。

◆
提
出
者　

佐
藤　

妙
子
議
員

意　

見　

書

契
約
関
係

そ
の
他

る
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
事
業
経
費
の
追
加
、
あ
っ

た
か
灯
油
支
給
事
業
費
な
ど
の
追
加
に
よ

る
。

◆
補
正
額　

　

１
億
２
，
７
０
４
万
７
千
円
追
加

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
で
は
、
基
金
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

20
万
円
追
加

○
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
出
で
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み
て

行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追
加
に

よ
る
。

◆
補
正
額　

・
収
益
的
支
出　

33
万
１
千
円
追
加

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

歳
入
で
は
、一
般
会
計
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
の
改
定
等
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

23
万
円
追
加

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

歳
入
で
は
、一
般
会
計
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
の
改
定
等
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

８
万
４
千
円
追
加

　

第
６
回
臨
時
会
は
、
条
例
制
定
４
件
、

補
正
予
算
５
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

《
条
例
制
定
等
》

○
南
幌
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例(

改
正)

○
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例(

改
正)

　

期
末
手
当
の
支
給
率
を
変
更
す
る
た

め
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例(

改
正)

○
南
幌
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

（
改
正
）

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
の
た
め
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
で
は
、
あ
っ
た
か
灯
油
支
給
事
業

に
係
る
道
支
出
金
の
追
加
、
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追

加
、
物
価
高
騰
支
援
対
策
と
し
て
実
施
す

条
例
制
定
等

令
和
５
年
度
補
正
予
算

第
６
回

　
11
月
30
日
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定例会・臨時会審議結果



10
月
12
日

〇
町
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

〇
夕
張
太
西
地
区
住
環
境
整
備
事
業
に

つ
い
て

〇
南
幌
温
泉
改
修
事
業
に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

11
月
24
日

〇
あ
っ
た
か
灯
油
支
給
事
業
に
つ
い
て

〇
サ
ー
ビ
ス
制
限
条
例
の
改
正
に
つ
い

て〇
公
営
企
業
会
計
導
入
に
伴
う
下
水
道

事
業
会
計
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
会

計
の
統
合
に
つ
い
て

〇
準
工
業
用
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

〇
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成
事
業

に
つ
い
て

〇
財
政
推
計
に
つ
い
て

〇
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

12
月
19
日

〇
南
幌
温
泉
改
修
事
業
に
つ
い
て

〇
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
総
務
常
任
委
員
会

11
月
27
日

〇
道
内
政
務
調
査
の
ま
と
め

〇
議
会
報
告
懇
談
会
の
総
括
に
つ
い
て

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

11
月
29
日

〇
議
会
報
告
懇
談
会
の
総
括
に
つ
い
て

〇
道
内
政
務
調
査
を
終
え
て
の
今
後
の

所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

〇
南
幌
町
商
工
会
令
和
６
年
度
補
助
金

の
要
望
書
に
つ
い
て

12
月
７
日

〇
商
工
会
役
員
と
の
懇
談

◆
議
会
運
営
委
員
会

10
月
20
日

〇
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

12
月
５
日

〇
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

〇
議
会
評
価
シ
ー
ト
の
継
続
審
議
に
つ

い
て

〇
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に
つ
い
て

◆
南
幌
町
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

10
月
12
日

〇
道
内
政
務
調
査
に
つ
い
て

○
町
内
視
察
の
実
施
に
つ
い
て

11
月
14
日

○
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
減

少
に
係
る
課
題
解
決
に
向
け
て

○
議
会
報
告
懇
談
会
に
つ
い
て

12
月
13
日

○
町
内
現
地
調
査

12
月
19
日

〇
道
内
政
務
調
査
に
つ
い
て

○
議
会
報
告
懇
談
会
に
つ
い
て

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

委
員
会
活
動

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　令和４年３月の予算審査特別委員会において、これ

まで議会報告懇談会などで住民から直接要望を受けて

いた、栄町町営住宅（３階建）入居者の各部屋への灯

油供給問題で、配送業者によるホースでの供給が困難

となり、高齢者や障がいのある方々が大変苦労されて

いる現状を訴えました。

　この度、町営住宅敷地内にホームタンクを設置し、

自動で各部屋への供給が可能（オイルサーバー設置）

となり入居されている

方々には大変喜ばれてい

ます。

　なお、夕張太稲穂の町

営住宅（２階建）につい

ては、令和６～ 7 年度の

２か年で同様の設備を設

置する予定です。（家塚）

あの質問どうなった！？
あの質問どうなった！？

～町営住宅にオイルサーバーが設置され

入居者の負担が軽減されました～

Follow
-up

Follow
-up ～追跡調査～

～追跡調査～
議員町内現地調査議員町内現地調査

　12 月 13 日、新　12 月 13 日、新設された中央公園内の設された中央公園内の

トイレや道央圏連絡道路の進捗状況などトイレや道央圏連絡道路の進捗状況など

町内９か所の現地を視察しました。町内９か所の現地を視察しました。
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議会の動き



　「聞かせてください　あなたの声を」をテーマに、11 月 19 日（日）

午後２時から保健福祉総合センターあいくるで、11 月 25 日（土）午

後２時からは東町コミュニティセンターで議会報告懇談会を開催しま

した。懇談会には、合わせて 24 名の町民の方が出席し、議会からの

報告後、懇談を行い活発な質疑が交わされました。

　主なご意見については次のとおりです。

議会報告懇談会を開催！

所　感～新しい議員体制となって初めての議会報告懇談会で緊張しましたが、参加された皆さんからたく

さんのご意見・ご要望を直接お聞きできたことは、大変良い経験となりました。今後のまちづくりに反映さ

せていただき、引き続き、多くの町民の皆様に来ていただけるように努めます。(星 )

①町の検診に歯科検診を入れてほしい。

②北雄ラッキーが南幌でオープンする際、衣料品、

菓子折り、パンのお店も入ってほしい。

③町のイベントのときなど、議員には長く滞在して

ほしい。

④町広報誌の配布を役場でお願いしたい。

⑤稲穂地区の活性化について考えてほしい。

⑥町立病院の土日の発熱外来における診療の対応を

見直してほしい。

⑦町立病院の経営も安定し、対応もとても良くてあ

りがたい。

⑧道の駅の設置の可能性はあるのか。

⑨雑紙を無料回収してリサイクルすべきでは。

⑩ 北町や緑町などの空き地の雑草対策は。

一
部
事
務
組
合
議
会
の
動
き

南
空
知
公
衆
衛
生
組
合

(

第
２
回
定
例
会)

◆
11
月
24
日(

出
席
議
員　

星
・
熊
木
・
細
川)

〇
一
般
質
問(

熊
木
議
員)

・
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
と

紙
お
む
つ
の
回
収
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
３
号)

・
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

〇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)

〇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

松
本　

稔(

長
沼)

南
空
知
消
防
組
合

(

第
４
回
定
例
会)

◆
10
月
31
日(

出
席
議
員　

西
股
・
細
川
・
家
塚)

〇
令
和
５
年
度
会
計
補
正
予

算(

第
２
号)

の
専
決
処
分

〇
令
和
４
年
度
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

〇
南
空
知
消
防
組
合
火
災
予

防
条
例
の
改
正

〇
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更

南
空
知
葬
斎
組
合

(

第
２
回
定
例
会)

◆
11
月
22
日(

出
席
議
員　

湯
本
・
星
・
加
藤)

〇
専
決
処
分

・
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

〇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

組
合(

第
２
回
定
例
会)

◆
11
月
20
日(

出
席
議
員　

側
瀬)

〇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決

算
認
定

〇
令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
基
金
事
業
特
別
会
計

決
算
認
定

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
議
会

(

第
２
回
定
例
会)

◆
11
月
30
日(

出
席
議
員　

熊
木
・
側
瀬)

〇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

【東町町内会・美園町内会開催分】

①移住体験住宅の認知度が低いので、もっと情報提

供をしては。

②はれっぱや温泉などの町への影響や、メリットな

どをもっと町民に情報提供してほしい。

③美園にコミュニティセンターは建設しないのか。

④来年オープンの北雄ラッキーの出店経緯は。

⑤転入手続きの際にゴミの関係や町内会長・班長な

どを教えてほしい。

⑥名前の書いていないゴミ袋が残され、当番の人が

苦労しているので何か対応してほしい。

所　感～東町、美園懇談会を終えてみて、私自身は町民の方に情報が行き届いていなく、こちらは情報を

提供しているつもりでも足りていないと感じました。もう少し細やかな情報提供も課題の１つだと反省しま

した。(高橋 )

【あいくる開催分】
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議会報告懇談会
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1212
月
定
例
会

月
定
例
会

一
般
質
問
に
５
人
が
登
壇

一
般
質
問
に
５
人
が
登
壇

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

星
ほし

　真
ま き

希 議員

Ｑ 南幌小・中学校９年間における
教育環境の構築について

Ａ 人間力を育むため
教育環境の充実を図る

星
議
員

　

近
年
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

活
用
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
お
い

て
の
課
題
、
部
活
の
地
域
移
行

な
ど
社
会
的
変
化
の
影
響
の
な

か
、
今
後
の
教
育
の
在
り
方
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
教

員
の
多
忙
化
と
い
う
問
題
を
抱

え
な
が
ら
、
基
礎
学
力
の
定
着

や
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し

た
新
し
い
教
育
活
動
の
在
り
方

を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。
多
様
な

生
活
環
境
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
認

め
、
主
体
的
に
向
き
合
い
、
人

と
人
と
が
関
わ
り
合
い
、
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
可
能
性
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
目
標

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

南
幌
町
と
し
て
義
務
教
育
に

お
け
る
９
年
間
の
継
続
的
指
導

体
制
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育

環
境
を
目
標
と
し
て
、
取
り
組

む
の
か
教
育
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

教
育
長

義
務
教
育
に
お
け
る
確
か
な

成
長
に
は
、
継
続
的
な
指
導
体

制
の
構
築
が
何
よ
り
も
大
切
と

考
え
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、

教
育
の
量
を
質
へ
と
転
換
す
る

教
師
の
「
働
き
方
改
革
」
が
必

要
で
す
。
中
央
教
育
審
議
会
で

は
学
校
業
務
の
在
り
方
を
、
①

一般質問

登
下
校
に
関
す
る
対
応
や
学
校

徴
収
金
の
徴
収
・
管
理
な
ど
「
基

本
的
に
は
学
校
以
外
が
担
う
べ

き
業
務
」、
②
部
活
動
な
ど
「
教

師
の
業
務
だ
が
必
ず
し
も
教
師

が
担
う
必
要
の
な
い
業
務
」、

③
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
な
ど

「
教
師
の
業
務
だ
が
、
負
担
軽

減
が
可
能
な
業
務
」
と
い
っ
た

３
つ
の
視
点
で
整
理

し
て
い
ま
す
。
教
師

が
子
ど
も
と
し
っ
か

り
向
き
合
い
、
教
育

活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
指
導
体
制

構
築
の
た
め
、
家
庭
・

地
域
・
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
教
育
環
境

を
充
実
さ
せ
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

星
議
員

　

学
校
側
と
し
て
、

子
ど
も
の
意
見
を
聞

い
た
り
引
き
出
す
環

境
づ
く
り
は
。

教
育
長

　

子
ど
も
も
大
人
も

共
に
育
ち
合
う
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
の
も

と
、
小
学
校
・
中
学

校
に
は
伝
え
、
子
ど

も
の
意
見
は
大
切
に

す
る
こ
と
で
進
め
て

い
ま
す
。

星
議
員

　

部
活
動
な
ど
「
教
師
の
業
務

だ
が
、
必
ず
し
も
教
師
が
担
う

必
要
の
な
い
業
務
」
と
い
う
視

点
か
ら
、
今
後
の
部
活
動
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
を
運
営
主

体
と
し
、
教
育
委
員
会
が
事
務

局
と
し
て
関
わ
る
形
で
部
活
動

地
域
連
携
検
討
協
議
会
を
設
置

し
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
活
動
を

支
え
る
こ
と
を
理
念
に
体
制
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

星
議
員

　

小
学
校
・
中
学
校
で
統
一
し

た
指
導
方
針
は
あ
る
か
。

教
育
長

　

９
年
間
を
同
じ
視
点
で
、
継

続
性
の
あ
る
教
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
特
に

人
間
力
を
育
む
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

た
め
の
指
導
体
制
の
構
築
、
自

分
は
ど
う
考
え
る
か
、
と
い
う

こ
と
を
大
切
に
し
た
深
い
学
び

を
実
現
す
る
授
業
改
善
を
進
め

て
い
ま
す
。

←左のＱＲコードを読み取ることで議会録画サイト(YouTube)に繋がります。録画映像

外部指導者を取り入れている南幌中学校女子バレー部外部指導者を取り入れている南幌中学校女子バレー部
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Ｑ あいるーとの運行について

Ａ 回数券の導入を検討します

熊
木
議
員

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
あ
い

る
ー
と
の
運
行
が
、
令
和
３
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
利
用
者

か
ら
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
１
回
３
０
０
円
の
料

金
は
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状

況
の
な
か
、
高
い
と
い
う
声
や

土
日
の
運
行
、
回
数
券
の
発
行

を
求
め
る
声
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
利
用
料
金
の
引
き
下
げ
は
考

え
て
い
る
か
。

町　

長

①
４
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
方
の
「
現
行
の
運
賃
」
は

「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
「
安
い
」

と
回
答
さ
れ
た
方
が
82
％
と
い

う
結
果
か
ら
、
利
用
料
金
の
引

き
下
げ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

熊
木
議
員

②
現
金
で
の
支
払
い
が
困
難
な

方
や
、
子
ど
も
の
利
用
時
に
現

金
を
持
た
せ
る
の
は
不
安
と
い

う
声
も
あ
る
。
利
用
し
や
す
い

回
数
券
の
発
行
は
。

町　

長

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
意

見
、
要
望
を
踏
ま
え
て
、
回
数

券
の
導
入
を
来
年
度
か
ら
の
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

熊
木
議
員

③
運
行
時
間
延
長
や
、
土
日
の

運
行
、
交
通
弱
者
は
町
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
く
て
も
困

難
。
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

た
運
行
は
。

町　

長

③
あ
い
る
ー
と
運
行
事
業
者
か

ら
は
運
転
手
の
増
員
は
難
し
い

と
い
わ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で

は
運
行
時
間
や
運
行
日
を
拡
大

で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

た
運
行
は
、
高
齢
者
な
ど
の
社

会
参
加
の
機
会
促
進
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
試
行
的
な
運
行

に
つ
い
て
運
行
事
業
者
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

熊
木
議
員

　

利
用
料
金
の
引
き
下
げ
は
考

え
て
い
な
い
と
い
う
答
弁
で

す
が
、
「
第
６
期
南
幌
町
総
合

計
画
後
期
計
画
」
の
な
か
で

も
、
安
心
、
安
全
、
便
利
な
交

通
対
策
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
外
出
の
機
会
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
、
引
き
こ
も

り
に
な
ら
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
健
康
増
進
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。
１
回

３
０
０
円
だ
が
、
往
復
し
、
さ

ら
に
病
院
や
買
い
物
と
な
る
と

利
用
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
率
直
な
声
が
あ
る
。
70

歳
以
上
の
方
の
利
用
料
金
を

１
０
０
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と

は
是
非
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

再
度
伺
う
。

町　

長

　

令
和
４
年
度
決
算
で
71
％
が

町
負
担
で
あ
る
こ
と
や
、
令
和

６
年
度
委
託
料
の
試
算
額
は

10
％
増
額
の
見
込
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
料
金
引
き
下
げ
は
難

し
い
。

熊
木
議
員

　

利
用
者
の
な
か
で
も
、
障
が

い
者
の
付
き
添
い
時
の
料
金
が

減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
な
く
、
改
め
て
あ
い

る
ー
と
の
運
行
利
用
基
準
を
わ

か
り
や
す
く
見
や
す
い
形
で
作

成
し
て
、
各
家
庭
に
配
布
し
て

は
ど
う
か
伺
う
。

町　

長

　

工
夫
し
て
町
民
の
皆
様
に
周

知
し
ま
す
。

一般質問

熊
く ま き

木惠
け い こ

子 議員

オンデマンド交通あいるーと

録画映像
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一般質問

佐
さ と う

藤妙
た え こ

子 議員

Ｑ 認知症対策について

Ａ 基本法の施行を踏まえ普及に努める

佐
藤
議
員

　

超
高
齢
化
社
会
の
抱
え
る
問

題
の
な
か
で
も
認
知
症
問
題

は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識

の
普
及
、
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
社
会
に
し
て
い
く
た
め
の

施
策
、
予
防
や
治
療
に
関
す
る

こ
と
を
推
進
す
る
施
策
な
ど
、

多
方
面
か
ら
早
い
段
階
で
手
を

打
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

　

本
年
「
認
知
症
基
本
法
」
が

可
決
、
成
立
し
、
認
知
症
の
人

の
尊
厳
を
守
る
こ
と
や
正
し
い

理
解
の
普
及
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

本
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
介
護

保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉

計
画
に
お
い
て
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
３
点

に
つ
い
て
町
長
に
伺
い
ま
す
。

①
認
知
症
の
方
と
の
共
生
社
会

の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
に
、

正
し
い
知
識
や
理
解
、
早
期
発

見
の
実
現
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

町　

長

①
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
老
人
会
や
カ
フ
ェ
サ
ロ

ン
で
の
講
話
や
各
団
体
へ
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員

な
ど
、
地
域
の
関
係
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
情
報
連
携
と

保
健
師
の
訪
問
な
ど
に
よ
り
、

認
知
症
を
疑
わ
れ
る
方
の
早
期

発
見
と
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。

佐
藤
議
員

②
認
知
症
対
策
は
、
介
護
保
険

計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
の
な

か
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
定
め

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
対
策
の

新
た
な
取
り
組
み
は
。

町　

長

②
現
在
、
介
護
保
険
事
業
計
画

等
策
定
委
員
会
に
お
い
て
検
討

作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
計
画
案
が
策
定
し
た
段
階

で
説
明
し
ま
す
。

佐
藤
議
員

③
認
知
症
に
な
る
と
、
物
事
の

決
定
に
つ
い
て
本
人
の
明
確
な

意
思
が
伝
え
ら
れ
な
い
状
態
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
前

に
、
あ
ら
か
じ
め
終
活
に
関
す

る
個
人
情
報
を
登
録
す
る
「
終

活
情
報
登
録
制
度
」
の
考
え
に

つ
い
て
は
。

町　

長

③
「
終
活
情
報
登
録
制
度
」

は
、
専
門
的
な
職
員
配
置
な
ど

体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

現
段
階
で
の
導
入
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
啓
発
、
「
ふ
る
さ
と
未
来

塾
」
な
ど
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

佐
藤
議
員

　

今
後
、
特
に
早
期
発
見
が
重

要
に
な
る
が
、
も
の
忘
れ
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
を
特
定
健
診
や
高

齢
者
の
集
ま
り
で
活
用
す
る
こ

と
や
、
高
齢
者
宅
の
冷
蔵
庫
に

保
管
し
て
あ
る
安
心
キ
ッ
ト
へ

の
情
報
の
追
加
は
。

町　

長

　

早
期
発
見
に
つ
い
て
は
、
民

生
委
員
や
地
域
関
係
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
そ
し
て
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連

携
、
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
総
合
相
談
窓
口
か
ら

の
情
報
を
元
に
、
保
健
師
が
訪

問
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま

す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
あ
ん
し

ん
キ
ッ
ト
へ
の
情
報
追
加
は
検

討
し
ま
す
。　

録画映像
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Ｑ 学校給食の素材と食品添加物について

Ａ 無添加給食への移行は難しい

高
橋
議
員

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
カ
ラ

ダ
づ
く
り
に
お
い
て
、
食
事
は

重
要
な
要
素
で
す
。
食
文
化
の

多
様
化
に
伴
い
不
安
を
感
じ
る

食
材
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

給
食
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

　

最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
コ

オ
ロ
ギ
な
ど
の
昆
虫
食
は
栄
養

価
が
高
く
、
畜
産
よ
り
も
環
境

負
荷
が
少
な
く
生
産
効
率
の
高

い
食
材
で
す
が
薬
学
百
科
で
は

コ
オ
ロ
ギ
は
「
微
毒
」
、
「
妊

婦
は
禁
忌
」
と
し
て
、
堕
胎
薬

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
昆
虫
食
が
問
題
な
の
で
は

な
く
コ
オ
ロ
ギ
が
ゲ
ノ
ム
編

集
し
や
す
い
こ
と
が
一
番
の
問

題
で
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
及
び
遺

伝
子
組
み
換
え
と
は
、
生
物
の

遺
伝
子
を
人
為
的
に
操
作
す
る

技
術
で
、
日
本
で
は
遺
伝
子
組

み
換
え
さ
れ
た
大
豆
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
が
大
量
に
輸
入
さ

れ
、
加
工
食
品
や
調
味
料
、
食

品
添
加
物
な
ど
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
食
べ
続
け
る
と
、

が
ん
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
不

妊
症
な
ど
の
リ
ス
ク
が
上
が
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ

ム
編
集
に
関
し
て
は
食
料
と
し

て
の
危
険
性
は
研
究
が
不
十
分

で
あ
り
遺
伝
子
を
操
作
す
る
こ

と
か
ら
、
食
べ
続
け
る
と
遺
伝

子
組
み
換
え
作
物
と
同
様
の
リ

ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
３
点
伺
い
ま

す
。

①
給
食
に
お
け
る
遺
伝
子
組
み

換
え
や
ゲ
ノ
ム
編
集
食
材
の
現

在
の
使
用
状
況
は
。

教
育
長

①
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

高
橋
議
員

②
今
後
こ
れ
ら
の
食
材
を
使
用

す
る
考
え
は
。

教
育
長

②
安
全
性
が
確
認
で
き
な
い
食

材
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

高
橋
議
員

③
遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ
ム

編
集
、
昆
虫
な
ど
は
今
後
、
食

品
添
加
物
や
調
味
料
に
多
く
含

ま
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
無
添
加
調
味
料
を
使
用
し

た
「
無
添
加
給
食
」
へ
の
移
行

は
で
き
る
の
か
。

教
育
長

③
不
必
要
な
添
加
物
の
使
用
は

避
け
て
い
ま
す
が
、
「
無
添
加

給
食
」
は
、
食
材
が
限
ら
れ
る

た
め
、
移
行
は
難
し
い
。

高
橋
議
員

　

食
品
添
加
物
以
外
に
も
、
砂

糖
・
小
麦
・
乳
製
品
に
対
す
る

懸
念
な
ど
、
様
々
な
理
由
で
お

弁
当
に
変
更
し
た
い
保
護
者
や

生
徒
の
判
断
で
変
更
で
き
る
か

伺
う
。

教
育
長

　

ア
レ
ル
ギ
ー
等
不
安
が
あ
る

場
合
に
つ
い
て
は
個
別
に
対
応

し
ま
す
。

高
橋
議
員

　

ア
レ
ル
ギ
ー
等
が
な
け
れ

ば
弁
当
に
は
変
更
で
き
な
い

と
理
解
し
ま
し
た
。
食
育
の

一
つ
と
し
て
、
旬
の
も
の
を
食

べ
る
大
切
さ
、
添
加
物
、
農
薬
、

放
射
能
の
善
し
悪
し
を
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
は
、

自
身
の
健
康
な
心
と
体
、
豊

か
な
人
生
を
つ
く
る
う
え
で

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
、
自
己
責
任
で
あ
り
、

そ
の
保
護
者
の
責
任
と
い
う

意
識
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
ば

か
り
で
は
厳
し
い
部
分
も
あ

り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
は
、

わ
か
り
や
す
い
様
々
な
情
報

の
提
供
や
、
選
択
肢
を
増
や
す

必
要
性
が
あ
る
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

一般質問

録画映像 高
たかはし

橋修
しゅうへい

平　議員
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Ｑ 南幌町ゼロカーボンシティの
実現に向けた取り組みは

Ａ 町民と一体となって
宣言の実現を目指します

西
股
議
員

南
幌
町
で
は
、
第
４
次
南
幌

町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
町
地
球
温
暖
化
対
策
）
を
す

で
に
実
践
し
て
お
り
、
町
広
報

11
月
号
に
て
南
幌
町
が
取
り
組

む
事
務
・
事
業
の
対
象
施
設
及

び
基
準
排
出
量
や
削
減
目
標
が

初
め
て
公
表
さ
れ
、そ
の
事
務
・

事
業
の
令
和
４
年
度
の
基
準
排

出
量
は
８
・
７
％
削
減
で
し
た
。

２
０
５
０
年
ま
で
の
約
26
年
間

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
は
、

町
民
に
具
体
的
な
計
画
を
知
ら

せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

町
民
と
一
体
と
な
り
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
は
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

南
幌
町
で
は
、
町
地
球
温
暖

化
対
策
に
基
づ
き
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

50
％
削
減
を
目
標
と
し
、
公
共

施
設
や
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

役
場
庁
舎
の
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
町
の
事
務

事
業
に
お
け
る
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
く
、
町
民
並
び
に
事
業

者
な
ど
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
す
。

　

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
り

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、
先
進
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
調
査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

西
股
議
員

　

具
体
的
な
取
り
組
み
を
ど
の

よ
う
に
知
ら
せ
て
い
く
の
か
。

町　

長

　

節
電
や
節
水
、
ご
み
の
減
量

や
リ
サ
イ
ク
ル
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
、
ま
た
は
交
通
手
段
を
見

直
す
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
広
が
る
よ
う
な
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。　

西
股
議
員

　

環
境
省
で
は
、
地
域
脱
炭
素

の
推
進
の
た
め
の
交
付
金
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
町
民
向
け
に

既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
を
取
り
入

れ
た
増
改
築
に
対
す
る
補
助
金

な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
町
で
行
っ
て
い
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
活
用
で
き
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
以
外
で
も
交
付

金
の
活
用
と
い
う
の
は
で
き
る

項
目
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含

め
、
ぜ
ひ
実
現
に
向
け
た
取
組

を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町　

長

　

さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏

で
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

助
成
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一

定
の
脱
酸
素
化
対
策
を
施
し
た

住
宅
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
を
進
め
て
い
ま
す
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
情
報
は

継
続
的
に
掲
載
し
な
い
と
、
町

民
の
意
識
は
上
が
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
る

計
画
で
実
現
の
た
め
に
は
社
会

的
な
広
が
り
が
大
事
と
考
え
ま

す
。
町
民
の
意
識
が
広
が
る
よ

う
な
取
り
組
み
の
普
及
啓
発
に

努
め
ま
す
。

一般質問

西
にしまた

股裕
ひ ろ し

司　議員

　

■令和５年第４回定例会

　令和５年度会計補正予算、条例制定など 26 議案について、議長

を除く 10 名の議員が賛成しました。

　議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の提供

に努めるため、議案などに対する各議員の賛否を公表します。

■令和５年第６回臨時会

　令和５年度会計補正予算、条例改正など９議案について、議長を

除く 10 名の議員が賛成しました。
※議長は採決に加わっていません。

録画映像
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町政を知る良い機会町政を知る良い機会

議会を傍聴しませんか！議会を傍聴しませんか！

議員会議等　出席状況（令和５年１月～ 12 月）

定例会・臨時会 各委員会 その他
議員活動議　員　名 開催日数 出席日数 欠席 遅刻 早退 開催日数 出席日数 欠席 遅刻 早退

湯本　　要 9 8 1 42 29 13 18
西股　裕司 14 14 42 42 32
星　　真希 9 9 35 33 2 20
熊木　惠子 14 14 47 44 3 30
佐藤　妙子 14 14 54 54 20
細川美喜男 14 14 51 49 2 24
加藤　真悟 14 14 39 39 55
石川　康弘 14 14 50 50 36
高橋　修平 9 9 34 34 17
家塚　雅人 9 9 43 43 21
側瀬　敏彦 14 14 50 50 84

各委員会開催内訳

総　務 産業経済 議会運営 広報特別

10 9 9 13

予算審査 決算審査 まち特別 全員協議会

3 3 10 12

令和５年令和５年
議会傍聴者数の公表議会傍聴者数の公表

臨時会計　18 人

　 合計　109 人

※委員会については、議員の所属する委員会がそれぞ

れ違うことから開催日数が異なります。

※同日に複数の委員会開催の場合、出欠内容ともにそ

れぞれ１日としています。

第 1回定例会（3月）  18 人

第 2回定例会（6月）  24 人

第 3回定例会（9月）  18 人

第 4回定例会（12 月）31 人

　　　定例会計　　 　91 人

第１回臨時会（1/26）　3人

第２回臨時会（2/22）　6人

第３回臨時会（4/28）　4人

第４回臨時会（5/23）　3人

第５回臨時会（7/11）　1人

第６回臨時会（11/30）1 人

議会名 日時 視察内容 来町人数 対応者

①北見市 5月 30 日 はれっぱ ４名 議長、産業経済常任委員長、まちづくり課

②新得町 ７月３日 子育て支援策、はれっぱ 13 名 議長、産業経済常任委員長、まちづくり課

③中標津町 ７月５日
人口減少対策、子育て世代住

宅建築費助成
５名 議長、産業経済常任委員長、まちづくり課

④東川町 ９月 26 日 移住体験住宅、はれっぱ ８名 議長、産業経済常任委員長、まちづくり課

⑤中札内村 10 月 18 日 あいるーと、はれっぱ 12 名 副議長、総務常任委員長、まちづくり課

⑥広尾町 10 月 25 日 公園施設の運営、はれっぱ ７名 議長、総務常任委員長、まちづくり課

⑦遠別町 10 月 26 日 はれっぱ 11 名 議長、産業経済常任委員長、まちづくり課

⑧熊本県
　多良木町

10 月 27 日 姉妹町交流事業、はれっぱ 10 名 議会議員、まちづくり課、議会事務局

令和５年は８自治体から南幌町の先進的な取り組みについて視察依頼があり、議会、担当職員で対応

していますので概要をお知らせします。本町の各施策が注目されている表れであり、今後とも積極的

に視察を受入れ情報発信を行っていきます。

視察対応状況～南幌町の取り組みが注目されています
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議会まちづくり特別委員会は、道内先進地事例を研究するため、11 月７日～８日の２日間で、深川市、

上川郡剣淵町、上川郡下川町において政務調査を行いましたので概要を報告いたします

道内政務調査

深川市の新庁舎視察深川市の新庁舎視察

深川市役所深川市役所

高
齢
者
等
ご
み
出
し
支
援
事
業

に
つ
い
て

深
川
市
（
11
月
７
日
）

①
町
の
概
要

　

石
狩
平
野
の
北
端
に
位
置
し
、
雨

竜
川
と
石
狩
川
に
沿
っ
て
開
け
る
平

地
に
市
街
地
や
水
田
が
広
が
り
、
自

然
と
産
業
と
生
活
の
調
和
を
基
調

に
、
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
中
で
力
強

く
発
展
を
続
け
て
い
る
町
で
す
。

　

面
積
は
、
約
５
３
０
㎢
、
人
口
は

１
８
，
８
１
９
人
、
世
帯
数
１
０
，

３
７
０
世
帯(

10
月
末
現
在)
で
高

齢
化
率
43
・
３
％
で
す
。

②
調
査
事
項

「
高
齢
者
の
ご
み
出
し
を
考
え
る
」

　　

令
和
３
年
７
月
か
ら
高
齢
者
ご
み

出
し
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
な
ど
で
、
親
族
等
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
ご
み
を
出
す
の

が
難
し
い
方
を
対
象
に
、
市
に
よ
る

ご
み
の
戸
別
収
集
ま
た
は
ご
み
出
し

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
支
援
方

法
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
直
接
支
援
型
で
委
託
業
者
が
週
に

１
回
、
戸
別
訪
問
し
、
市
指
定
の
ご

み
袋
に
分
別
さ
れ
た
ご
み
を
回
収
し

ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
型
で
地
域

の
ご
み
出
し
支
援
団
体
が
戸
別
訪
問

し
て
ご
み
を
回
収
し
、
近
く
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
排
出
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
も
粗
大
ご
み
は
、
回
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

③
所　

感

　

こ
の
事
業
は
深
川
市
で
好
評
で
あ

り
、
今
後
は
ご
み
の
回
収
日
を
増
や

す
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

南
幌
町
で
も
、
ご
み
出
し
に
苦
労

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
聞
い
て
お

り
、
地
域
社
会
の
力
で
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

事
業
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
様
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ご
み
出
し
支

援
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
の
把
握

や
地
域
の
ご
み
出
し
を
支
援
す
る
団

体
を
発
足
す
る
た
め
に
地
域
の
協
力

が
得
ら
れ
る
か
な
ど
、
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。(

星)

「
絵
本
の
館
」
の
施
設
見
学

剣
淵
町
（
11
月
７
日
）

①
町
の
概
要

　

旭
川
市
か
ら
北
へ
約
50
㎞
の
名
寄

盆
地
の
南
部
に
属
し
、
中
央
部
を
天

塩
川
の
支
流
剣
淵
川
が
流
れ
、
豊
か

な
自
然
と
素
晴
ら
し
い
沃
野
が
広
が

る
純
農
村
の
町
で
「
絵
本
の
里
け
ん

ぶ
ち
」
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な

町
で
す
。
面
積
は
１
３
１
・
２
㎢
、

人
口
２
，
８
４
９
人
、
世
帯
数
１
，

４
２
２
世
帯
で
す
。

②
調
査
事
項

「
絵
本
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　　

緩
や
か
な
丘
陵
に
囲
ま
れ
自
然
豊

か
な
農
村
風
景
の
広
が
る
町
に
世
界

中
の
絵
本
を
集
め
た
絵
本
館
を
建

て
、
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

心
の
ふ
る
里
を
創
り
た
い
と
の
思
い

か
ら
始
ま
り
、
平
成
３
年
に
古
い
旧

役
場
庁
舎
を
改
修
し
て
開
設
し
、
平

成
16
年
に
現
在
の
新
館
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
絵
本
の
蔵
書
を
主
に

外
国
と
日
本
の
絵
本
７
万
冊
あ
ま
り

を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
絵
本
の

館
の
館
内
見
学
や
ド
ー
ム
型
の
子
ど

も
遊
び
場
、
絵
本
原
画
展
、
体
験
教

室
な
ど
を
視
察
、
「
じ
ん
じ
ん
」
と

い
う
映
画
の
舞
台
に
も
な
り
、
当
時

の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

深川市議会 近沢議長より歓迎のあいさつ深川市議会 近沢議長より歓迎のあいさつ



122024.2 NANPORO13 2024.2NANPORO

道内政務調査

③
所　

感

　

中
庭
を
中
心
に
ド
ー
ナ
ツ
型
に
造

ら
れ
た
施
設
に
は
、え
ほ
ん
の
へ
や
、

読
書
室
、
展
示
室
の
ほ
か
、
た
ま
ご

の
へ
や
（
木
の
砂
場
）
や
軽
食
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
等
も
あ
り
、
子
ど
も
や
利

用
者
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、

利
用
し
や
す
い
施
設
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

こ
の
施
設
は
剣
淵
町
を
盛
り
上
げ

た
い
と
い
う
、
農
業
者
や
商
店
、
社

会
福
祉
施
設
、
役
場
、
自
治
体
職
員
、

主
婦
な
ど
た
く
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ

て
成
功
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

や
は
り
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
熱
意

を
持
つ
住
民
の
多
く
の
力
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。(

佐
藤)

「
宅
配
事
業
」
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
つ
い
て

下
川
町
（
11
月
８
日
）

①
町
の
概
要

　

町
の
面
積
は
６
４
４
・
２

㎢
、

88
％
が
森
林
で
、
古
く
か
ら
林
業
・

林
産
業
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
て
き

た
町
で
、
農
業
は
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス

を
活
用
し
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
軽
量
高
価
な
野

菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
人
口
２
，

９
６
０
人
、
世
帯
数
１
，
６
４
５
世

帯
で
す
。

②
調
査
事
項

「
買
い
物
へ
行
け
な
い
高
齢
者
の
た

め
に
」

　　

下
川
町
内
の
ス
ー
パ
ー
が
平
成
31

年
３
月
に
閉
店
し
、
こ
れ
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
た
高
齢
者
等
へ
の
食
品
や

重
量
物
の
宅
配
が
な
く
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
令
和
３
年
７
月
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
下
川
店
の
商
品
宅
配

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
、
利
用
者

登
録
が
必
要
で
有
料
で
す
。

　

現
在
は
、
そ
の
他
４
店
舗
が
取
扱

を
開
始
し
、
ヤ
マ
ト
運
輸
、
佐
川
急

便
の
宅
配
物
取
扱
も
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
な
業
務
内
容
と
事
業
で
期

待
さ
れ
る
効
果
な
ど
の
説
明
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

③
所　

感

　

下
川
町
は
人
口
、
世
帯
数
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
の

宅
配
事
業
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
お

り
、
利
用
料
金
も
配
達
の
地
域
に
よ

り
３
０
０
円
か
ら
６
０
０
円
で
ハ
イ

ヤ
ー
利
用
よ
り
低
額
で
あ
り
、
利
用

者
に
便
利
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

南
幌
町
は
Ａ
コ
ー
プ
の
配
達
（
有

料
）
や
コ
ー
プ
の
ト
ド
ッ
ク
利
用
、

あ
い
る
ー
と
を
利
用
し
、
買
い
物
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
宅
配
の

声
が
今
よ
り
大
き
く
な
っ
た
時
に
町

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
を
展
開
し

て
い
く
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

(

高
橋)

議会議長として、４期 13 年目を迎えた側瀬議長が 10

月５日、総務大臣表彰を受賞しました。議会として

も大変名誉なことであり、今後のますますのご活躍

を祈念いたします。

下川町 田村町長より歓迎のあいさつ下川町 田村町長より歓迎のあいさつ

剣淵町議会 髙橋議長より説明を受ける剣淵町議会 髙橋議長より説明を受ける
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議会だより表紙の紹介をします

　きらら街道から南幌温泉を抜けると、黄色と緑色の可愛い看

板が目印のぽけっとハウス（南幌町農産物加工センター）が現

れました。

　加工センターでは、早朝からスタッフの皆さんが集まり、南

幌町特産品のキャベツキムチの仕込みが始まっていました。

　そこで加工センター設立時から勤め、今は新人の指導もされ

ている勤続 25 年の佐藤久美子さん（北町）とスタッフの皆さ

んに話を伺いました。

★キャベツキムチは南幌を代表する特産品です。

　佐藤さんの 25 年間の苦労話をお聞かせください。

　先代の思いを受け継ぎ、自慢の南幌キャベツキムチを町内外の方々に食べていただきたいとの思いで続

けてきましたが、高齢化などでスタッフも少なくなり、存続の心配もありました。ただ今は新しいスタッ

フも加わり安心しています。また、町民からもキャベツキムチは好評で町民還元販売の時は大忙しです。

★加工センターの愛称が「ぽけっとハウス」といいますが、ネーミングの由来は？

　みんなから親しまれるような愛称にしたいと町民から公募したと聞いています。

★日々の勤務で大変なことはありますか？

　皆さん本当によく働いてくれているので、困ることはありませんが、

冬の通勤時、きらら街道での車の運転が滑りそうで大変です。

★町・議会へのご意見、ご要望等があればお聞かせください。

　南幌町に 30 年以上住んでいますが、人口が急に増えたり、減少した

りと変化が大きい町です。今後は順調に人口を増やして、このまま南

幌町が住みよい町として、発展してほしいです。

　南幌キャベツキムチは、全国でも珍しいキャベツのキムチでこれま

で永く町の特産品として、南幌の知名度向上、町の活性化に大きく貢

献してきました。

　その陰で佐藤さんをはじめ、スタッフの皆さんがすべて手作りで丁寧に作られているところを

見せていただきました。町が誇る特産品の一つ一つを大切に守ることも、私たち議員の重要な役

目と感じます。（佐藤）

まち・ひと・しごと

農産物加工センタースタッフの皆さん　

なんぽろ議会だより

 

改
選
に
よ
り
新
体
制
と
な
っ
て
、
今
号
で

３
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

 

委
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
誌
に
な

る
よ
う
情
報
発
信
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
感
想
や
ご
意
見
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
議
会
事
務
局
へ
ご
一
報
願
い

ま
す
。

　
今
号
で
は
、
第
４
回
定
例
会
審
議
内
容
、

一
般
質
問
、
議
会
報
告
懇
談
会
の
開
催
状

況
等
を
中
心
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

　
次
回
の
議
会
定
例
会
は
、
３
月
上
旬
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
是
非
、
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

   
   

     
   

       
      

（
細
川
）

令和６年２月１日　第 165 号
〒 069-0292

空知郡南幌町栄町３丁目２番１号

TEL　011-398-7250
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